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民
意
無
視
の
強
権
と
ウ
ソ
と

ご
ま
か
し
の
安
倍
政
権
へ
の
国

民
の
怒
り
の
声
が
高
ま
る
中

で
、
2
0
1
9
年
度
都
予
算
案

な
ど
を
審
議
す
る
都
議
会
第
一

回
定
例
都
議
会
が
2
月
20
日
か

ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
は
、
小
池
知
事
の
「
築

地
は
守
る
」
と
明
言
し
て
き
た

公
約
違
反
を
追
及
す
る
激
し
い

展
開
と
な
り
ま
し
た
。

小
池
知
事
が
提
出
し
た
市
場

用
地
の
有
償
所
管
変
え
を
め
ぐ

り
、
補
正
予
算
案
の
予
算
特
別

委
員
会
で
の
審
議
、
財
政
委
員

会
及
び
経
済
港
湾
委
員
会
で
の

知
事
出
席
に
よ
る
連
合
審
査
を

拒
む
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
公
明

党
に
よ
る
議
会
制
民
主
主
義
を

踏
み
に
じ
る
暴
挙
に
よ
っ
て
、

開
会
冒
頭
か
ら
紛
糾
す
る
事
態

と
な
り
ま
し
た
。

小
池
知
事
は
2
月
21
日
、
都

議
会
第
1
回
定
例
会
施
政
方
針

に
お
い
て「
築
地
は
守
る
」「
市

場
機
能
を
確
保
す
る
」
と
の
都

民
と
の
約
束
を
破
り
、
築
地
市

場
用
地
を
国
際
会
議
場
な
ど
の

集
客
拠
点
と
す
る
再
開
発
方
針

を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
築
地
再
開
発
」の
た
め
の
市
場

用
地
の
有
償
所
管
変
え
す
る
2

0
1
8
年
度
補
正
予
算
案
を
提

出
し
、
強
行
し
ま
し
た
。
こ
の

暴
挙
を
断
じ
て
許
し
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
、
自
民
党
、
立

憲
・
民
主
ク
ラ
ブ
、
「
維
新
・

あ
た
ら
し
い
・
無
所
属
の
会
」、

生
活
者
ネ
ッ
ト
、
「
自
由
を
守

る
会
」
の
6
会
派
が
強
く
求
め

て
、
よ
う
や
く
3
月
4
日
に
開

催
さ
れ
た
経
済
・
港
湾
委
員
会

に
お
け
る
知
事
と
の
一
問
一
答

の
質
疑
で
も
小
池
知
事
は
、
公

約
違
反
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
て

も
「
大
き
な
方
向
性
は
変
わ
っ

て
い
な
い
」
な
ど
と
強
弁
し
、

厳
し
い
批
判
の
声
が
わ
き
お
こ

り
ま
し
た
。
築
地
女
将
さ
ん
会

を
は
じ
め
「
築
地
ブ
ラ
ン
ド
」

を
つ
く
り
、
守
っ
て
き
た
人
た

ち
、
都
民
か
ら
「
知
事
に
裏
切

ら
れ
た
」
と
怒
り
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。

市
場
用
地
の「
有
償
所
管
変
え
」

を
強
行

3
月
6
日
の
中
途
議
決
で
、

築
地
市
場
用
地
を
一
般
行
政
財

産
に
移
す
た
め
の
2
0
1
8
年

度
補
正
予
算
が
都
民
フ
ア
ー
ス

ト
、
公
明
党
、
東
京
み
ら
い
の

3
会
派
の
賛
成
で
可
決
成
立
し

ま
し
た
が
、
実
際
に
一
般
会
計

に
移
管
さ
れ
る
の
は
数
年
後
で

す
。
な
ぜ
急
ぐ
の
か
。
予
算
委

員
会
で
の
議
論
を
回
避
し
て
、

5
4
2
3
億
円
も
の
巨
費
（
石

川
、
滋
賀
、
和
歌
山
な
ど
全
国

13
県
の
2
0
1
7
年
度
一
般
会

計
決
算
額
を
上
回
る
）
を
補
正

予
算
で
処
理
す
る
こ
と
へ
の
批

判
に
も
小
池
知
事
は
答
え
て
い

ま
せ
ん
。

小
池
知
事
の
公
約
違
反
、「
築

地
再
開
発
」
を
許
さ
ず
、
「
築

地
ま
ち
づ
く
り
方
針
（
素
案
）
」

を
撤
回
し
築
地
を
守
れ
、
の
声

を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

―
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0
1
9
年
3
月
7
日

革
新
都
政
を
つ
く
る
会

事
務
局
長

中
山
伸

東
京
大
改
造
計
画
に
も
と
づ
く

拠
点
再
開
発
を
や
め

�
築
地
を
守
る
�
の

公
約
の
実
行
を

東
京
都
議
会
は
3
月
6
日
、

小
池
百
合
子
都
知
事
が
提
案
し

た
築
地
中
央
卸
売
市
場
跡
地
を

公
営
企
業
（
中
央
卸
売
市
場
）

会
計
か
ら
一
般
会
計
に
移
管
す

る
た
め
の
2
0
1
8
年
度
最
終

補
正
予
算
案（
5
4
2
3
億
円
）

を
都
民
フ
ア
ー
ス
ト
、公
明
党
、

東
京
み
ら
い
の
3
会
派
の
賛

成
、
日
本
共
産
党
、
自
民
党
、

立
憲
・
民
主
ク
ラ
ブ
な
ど
6
会

派
の
反
対
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
小
池
都
知
事
が
今
年

1
月
に
発
表
し
た
「
築
地
ま
ち

づ
く
り
方
針
（
素
案
）」（
以
下

・
素
案
）に
も
と
づ
く
も
の
で
、

小
池
都
知
事
が
推
進
し
て
い
る

多
国
籍
企
業
の
た
め
の
東
京
大

改
造
計
画
の
拠
点
づ
く
り
の
種

地
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。今
回
、用
地
の
民
間
へ
の
売

却
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
東
京
都

内
部
で
の
有
償
所
管
変
え
の
方

法
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
選
手
村
用
地
の
よ
う
に
、

都
民
の
財
産
で
あ
る
都
有
地
を

大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
再
開
発

の
た
め
の
用
地
と
し
て
民
間
に

売
却
す
る
こ
と
に
対
す
る
都
民

の
厳
し
い
批
判
の
声
が
反
映
し

た
も
の
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

「
素
案
」
は
、
小
池
都
知
事

が
「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
都
市
」
を
掲
げ

て
2
0
1
7
年
に
策
定
し
た

「
都
市
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」を
上
位
計
画
と
し
、移

転
後
の
築
地
を
「
新
た
な
東
京

ブ
ラ
ン
ド
を
創
造
・
発
信
す
る

『
創
発
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
』
機
能
を
も

つ
国
際
的
な
交
流
拠
点
」、「
国

際
会
議
場
等
の
機
能
を
中
核
と

し
な
が
ら
、
文
化
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ

・
ウ
エ
ル
ネ
ス（
健
康
増
進
）な

ど
の
機
能
が
融
合
し
て
相
乗
効

果
を
発
揮
、
東
京
の
成
長
に
大

き
く
寄
与
す
る
交
流
拠
点
」
と

す
る
こ
と
な
ど
小
池
都
知
事
が

掲
げ
る
東
京
大
改
造
の
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
一
方
、「
築
地
は
守
る
」

「
築
地
の
市
場
機
能
は
残
す
」

と
し
た
小
池
都
知
事
の
都
民
へ

の
約
束
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

小
池
都
知
事
の
裏
切
り
で
す
。

豊
洲
新
市
場
は
昨
年
11
月
開

場
し
ま
し
た
が
、
深
刻
な
土
壌

汚
染
の
未
解
決
を
は
じ
め
地
震

時
の
液
状
化
の
危
険
、
地
盤
沈

下
に
よ
る
施
設
の
損
傷
な
ど
食

品
を
扱
う
市
場
と
し
て
不
適
格

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
小

池
都
知
事
は
真
摯
に
都
民
と
業

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
東
京
大

改
造
計
画
に
も
と
づ
く
拠
点
再

開
発
を
や
め
、�
築
地
を
守
る
�

の
公
約
を
実
行
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

以
上

大
田
区
は
戦
争
法
廃
止
の
共

同
の
運
動
の
結
実
と
し
て
、
40

数
年
ぶ
り
に
大
田
区
長
選
挙
を

「
市
民
と
野
党
の
統
一
候
補
・

神
田
順
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教

授
・
1
級
建
築
士
）
を
擁
立
」

し
て
た
た
か
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

大
田
区
も
戦
争
法
廃
止
の
た

た
か
い
で
、
中
央
の
「
戦
争
法

廃
止
」
の
大
き
な
共
同
に
学
び

大
田
区
共
同
セ
ン
タ
ー
と
1
0

0
0
人
委
員
会
・
南
部
を
軸
に

戦
争
法
廃
止
大
田
区
実
行
委
員

会
を
結
成
し
、
3
年
前
の
参
議

選
挙
で
は
各
政
党
に
「
国
政
選

挙
で
野
党
は
統
一
を
」
の
要
請

を
数
回
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
3
0
0
0
万
人
署

名
で
は
大
田
地
域
の
著
名
人
19

名
の
呼
び
か
け
人
に
3
0
0
0

万
人
署
名
推
進
オ
ー
ル
大
田
実

行
員
会
を
結
成
し
、
3
0
0
0

万
人
署
名
運
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

昨
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
大
田
実

行
委
員
会
会
議
な
ど
で
、
「
来

年
大
田
区
長
選
挙
が
あ
る
が
、

大
田
も
『
市
民
と
野
党
』
の
共

同
候
補
で
た
た
か
い
た
い
ね

ェ
」
と
よ
く
話
題
に
な
り
、
実

行
委
員
会
加
盟
の
大
田
革
新
懇

と
1
0
0
0
人
委
員
会
・
南
部

が
数
回
の
話
し
合
い
、
大
田
区

議
会
の
野
党
（
立
憲
民
主
党
、

日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
、

新
社
会
党
、
大
田
生
活
者
ネ
ッ

ト
、
緑
の
党
、
フ
ェ
ア
な
民
主

主
義
の
8
党
・
会
派
）
に
呼
び

か
け
、
統
一
し
て
闘
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
年
の
1
月
20
日
、
神
田
順

氏
が
立
候
補
の
記
者
会
見
し
、

2
月
14
日
「
新
し
い
時
代
に
新

し
い
区
長
を
！
オ
ー
ル
大
田
の

会
」
結
成
総
会
を
開
き
、
2
0

0
名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

神
田
候
補
で
「
新
時
代
！
あ

な
た
と
決
め
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
大
型
開
発
か
ら
区
民
本
位
の

民
主
的
区
政
に
転
換
を
！
」
の

実
現
に
向
け
奮
闘
し
て
い
ま

す
。そ

の
後
自
由
党
も
推
薦
を
決

議
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
の
時
は
保
育
園
が

な
く
て
学
校
の
近
く
の
人
に
預

け
て
休
み
時
間
に
お
っ
ぱ
い
を

あ
げ
に
行
っ
て
い
た
の
よ
」
新

卒
の
職
場
で
の
先
輩
の
教
員
が

言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。私

の
子
育
て
は
革
新
都
政
の

3
期
目
の
終
わ
り
で
、
横
浜
市

の
保
育
園
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

が
、
革
新
都
政
の
下
で
の
「
ポ

ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
」
運

動
が
全
国
に
広
が
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
保
育
園
に
入
所
で
き
ま
し

た
。そ
の
後
、町
田
市
に
転
居
し

保
育
園
も「
都
立
町
田
保
育
園
」

に
転
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。当
時
、三
多
摩
の
各
市
に
は

一
園
だ
け
都
立
の
保
育
園
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
私
が

す
ご
い
な
ー
と
思
っ
た
の
は
、

午
睡
用
の
布
団
も
布
団
カ
バ
ー

も
園
の
も
の
で
し
た
。
園
服
も

指
定
カ
バ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

横
浜
で
は
す
べ
て
個
人
持
ち
で

し
た
か
ら
大
違
い
で
す
。
看
護

師
も
先
生
方
も
都
の
正
規
の
職

員
で
、
「
都
立
基
準
に
追
い
付

け
、
追
い
越
せ
」
と
い
う
の
が

保
育
関
係
者
の
目
標
だ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
鈴

木
都
政
の
中
で
悔
し
い
こ
と
に

都
立
保
育
園
は
廃
止
さ
れ
、
福

祉
・
教
育
・
医
療
な
ど
も
後
退
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
「
考
証

革
新
都
政
」を
読
ん
で
、都
民
が

主
人
公
の
都
政
に
し
な
け
れ
ば

だ
め
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

来
年
の
都
知
事
選
、
本
の
題

に
あ
る
よ
う
に
憲
法
と
自
治
が

輝
く
東
京
を
と
り
も
ど
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

木原 秀子
（東京母親大会連
連絡会委員長）

掲
げ
た
公
約
を

全
く
異
な
る
内
容

を
示
し
て
お
き
な

が
ら
「
基
本
的
な

方
向
は
掲
げ
た
公

約
と
同
じ
だ
」
と

い
い
張
る
。
「
違

っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
」と
い
わ
れ
る
と「
誤
解
を

生
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
」
と
い

う
。
こ
ん
な
こ
と
が
通
用
し
た

ら
議
会
制
民
主
主
義
は
壊
れ
て

し
ま
う
▼
い
う
ま
で
も
な
く
小

池
知
事
の
築
地
市
場
跡
地
の
再

開
発
の
方
針
の
は
な
し
だ
。
一

昨
年
の
都
議
会
議
員
選
挙
の
三

日
前
に
小
池
知
事
は
「
築
地
は

守
る
、豊
洲
は
活
か
す
」と
基
本

方
針
を
発
表
し
て
「
築
地
は
市

場
機
能
を
残
し
た
食
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
す
る
」
「
事
業
者
が

築
地
に
復
帰
す
る
際
の
お
手
伝

い
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
約

束
し
た
の
だ
▼
と
こ
ろ
が
こ
の

一
月
に
発
表
し
た
再
開
発
方
針

は
、
市
場
の
し
の
字
も
、
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
テ
の
字
も
な
い
国

際
会
議
場
で
あ
る
。
築
地
女
将

（
お
か
み
）さ
ん
会
が
都
議
会
各

会
派
に
知
事
の
公
約
違
反
を
追

及
し
て
ほ
し
い
、
と
陳
情
書
を

提
出
し
た
が
そ
の
書
き
出
し
は

こ
う
で
あ
る
「
私
達
は
東
京
都

知
事
小
池
百
合
子
さ
ん
に
騙
さ

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
▼
陳

情
書
に
は
お
か
み
さ
ん
会
が
い

か
に
騙
さ
れ
た
か
の
経
過
が
リ

ア
ル
に
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が

都
知
事
の
度
重
な
る
場
当
り
的

な
発
言
に
振
り
回
さ
れ
、
怒
り

を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
人
間
不

信
に
陥
っ
た
、と
痛
切
で
あ
る
。

政
治
家
の
公
約
違
反
は
広
範
な

人
間
不
信
を
生
み
出
す
と
い
う

こ
と
を
小
池
百
合
子
氏
は
肝
に

銘
ず
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
木
）

「築地まちづくり（素案）」撤回、築地を守る公約実行せよ

市
民
と
野
党
の
統
一

―
大
田
区
長
選
・
4
月
―

小池知事の公約違反「築地再開発」を許すな！

神
田
順
候
補
を
擁
立

2019年都議会第1回定例会

考
証

革
新
都
政

〝
東
京
に
憲
法
と
自
治
が
輝
い
た

と
き
〞を
読
ん
で

保
守
都
政
で
都
立
保
育
園
廃
止

都
民
が
主
人
公
の
都
政
に



（2）第430号（毎月1回・15日発行）都 民 が つ く る 革 新 都 政）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（2019年3月15日

今
、
社
会
保
障
で
あ
る
国
民

健
康
保
険
が
い
の
ち
と
健
康
、

子
育
て
を
危
険
に
さ
ら
す
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
に
よ
り
、

滞
納
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

み
る
と
、
40
代
夫
婦
、
給
与
収

入
4
0
0
万
円
、
子
ど
も
2
人

の
世
帯
の
場
合
、
江
戸
川
区
で

は
50
万
円
を
超
え
る
保
険
料
で

す
。
年
収
の
8
分
の
1
が
国
保

料
だ
け
で
な
く
な
る
、
同
条
件

で
協
会
け
ん
ぽ
の
本
人
負
担
を

見
る
と
23
万
7
千
円
余
と
半
額

以
下
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
高
い
の
か
。

詳
し
く
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

国
保
は
「
保
険
だ
か
ら
」
と
ゼ

ロ
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
も
無
年

金
者
に
も
保
険
料
を
賦
課
（
均

等
割
額
）
し
ま
す
。
千
代
田
区

と
中
野
区
を
除
く
21
区
で
は
子

ど
も
1
人
5
万
1
千
円
で
す
。

均
等
割
の
減
免
は
急
務
で
す
。

2
0
1
6
年
度
の
東
京
の
差

押
え
は
3
万
9
千
件
超
、
額
で

92
億
5
千
万
円
を
超
え
ま
す
。

行
政
は
、
強
大
な
権
限
を
持
っ

て
い
ま
す
。
社
保
協
の
調
査
で

回
答
の
あ
っ
た
18
区
で
18
年
度

の
財
産
調
査
は
49
万
世
帯
を
超

え
て
い
ま
す
。
差
押
え
の
た
め

の
家
宅
捜
索
は
令
状
な
し
を
行

え
ま
す
。
あ
る
市
で
は
預
金
残

高
59
円
の
差
押
え
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
強
大
な
権
限

の
乱
用
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
状
況
に
拍
車
を

か
け
て
き
た
の
が
「
国
保
特
別

調
整
交
付
金
」
で
の
新
規
差
押

え
に
お
け
る
件
数
と
滞
納
世
帯

に
対
す
る
差
押
え
割
合
で
、
10

万
人
以
上
加
入
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
新
規
5
0
0
件
以
上

の
差
押
え
で
4
千
万
円
交
付
さ

れ
ま
す
。
差
押
え
競
争
を
助
長

す
る
制
度
は
廃
止
し
ろ
と
繰
り

返
し
運
動
し
て
き
ま
し
た
し
、

議
会
で
共
産
党
都
議
団
も
問
題

に
し
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
東
京
都
を
追
い
詰

め
、
昨
年
11
月
に
差
押
え
と
資

格
書
発
行
に
よ
る
交
付
基
準
を

削
除
さ
せ
ま
し

た
。
引
き
続
き

社
会
保
障
と
し

て
の
国
保
を
改

善
さ
せ
る
た
め

に
共
同
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。
【
東
京
社
会
保
障
推
進
協

議
会
事
務
局
長
・
寺
川
慎
二
】

東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

で
、
Ｍ
８
〜
７
規
模
の
ク
ラ
ス

の
地
震
の
確
率
は
高
い
。

高
い
津
波
は
再
び
来
る
と
考

え
、
備
え
を
固
め
て
ほ
し
い
。

地
震
調
査
委
員
長
・
平
田
直

今
年
2
月
、
政
府
の
地
震
調

査
委
員
会
が
青
森
県
東
方
沖
か

ら
房
総
沖
ま
で
の
日
本
海
溝

（
ト
ラ
フ
）
に
お
け
る
地
震
の

予
測
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
東
日
本
大
震
災
の
震
源

と
な
っ
た
領
域
で
複
数
の
領
域

が
連
動
す
る
巨
大
地
震
の
発
生

は
「
ほ
ぼ
0
％
」（
50
年
以
内
）

と
さ
れ
た
も
の
の
、
大
津
波
を

発
生
さ
せ
る
危
険
の
あ
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
（
以
下
Ｍ
）
8
・

6
〜
9
・
0
の
地
震
（
津
波
地

震
な
ど
）
が
40
％
（
同
）
の
確

率
で
発
生
す
る
こ
と
、
ま
た
、

30
年
以
内
で
は
宮
城
県
沖
の
プ

レ
ー
ト
内
の
Ｍ
7
・
9
程
度
の

巨
大
地
震
が
20
％
（
30
年
以

内
）
、
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
め
の

Ｍ
7
・
0
〜
7
・
5
規
模
の
地

震
が
90
％
程
度
以
上
（
同
）
の

確
立
で
発
生
す
る
危
険
が
あ
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
中
央
防
災
会
議

は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直

下
地
震
な
ど
私
た
ち
が
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
曾

有
の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
地
震

の
切
迫
を
指
摘
、
そ
の
他
に
も

阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
害
を
も

た
ら
し
た
活
断
層
で
の
地
震
に

つ
い
て
も
主
要
な
断
層
が
全
国

で
1
1
4
本
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
く
わ
え
て
近
年
、
熊
本

地
震
や
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

な
ど
従
前
、
予
測
で
は
示
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
地
域
で
の
震
度

7
規
模
の
地
震
も
相
次
い
で
発

生
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

地
震
が
「
日
本
の
ど
こ
で
、
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
」
と
状
況
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
的
責
任
に
も
と
づ
く
対
策
を

実
際
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災

以
降
の
四
半
世
紀
の
間
に
、
震

度
7
の
地
震
が
兵
庫
県
南
部
地

震
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
、
熊
本
地

震
そ
し
て
昨
年
の
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
と
5
回
発
生
。
そ
の

被
害
は
あ
わ
せ
て
死
者
が
2
万

2
7
0
5
名
（
う
ち
災
害
関
連

死
4
8
2
3
名
）
、
建
物
全
・

半
壊
が
70
万
3
0
1
1
棟
、
避

難
者
が
1
0
7
万
5
7
4
5
名

（
最
大
時
）
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
間
に
震
度
6

以
上
の
地
震
が
30
回
以
上
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
急
が
れ
て

い
る
の
は
、
自
然
現
象
で
あ
る

地
震
を
災
害
に
さ
せ
な
い
と
り

く
み
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
政

治
の
責
任
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
は
大
規
模
災
害

に
対
応
責
任
は
第
一
義
的
に
国

の
も
の
と
さ
れ
、
災
害
対
策
を

統
一
的
に
実
施
す
る
防
災
省
が

設
置
さ
れ
、
避
難
所
の
国
際
水

準
と
い
わ
れ
る
「
ス
フ
ィ
ア
基

準
」
に
も
と
づ
く
迅
速
な
対
応

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、日
本
で
は
革
新
都
政
が「
い

う
ま
で
も
な
く
、
地
震
は
自
然

現
象
で
あ
る
が
、
地
震
に
よ
る

災
害
の
多
く
は
人
災
で
あ
る
と

い
え
る
。
従
っ
て
、
人
間
の
英

知
と
技
術
と
努
力
に
よ
り
、
地

震
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防
止

し
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
」と
い
う
理
念
を
掲
げ
た「
震

災
予
防
条
例
」
を
制
定
す
る
と

と
も
に
、「
震
災
予
防
計
画
」
を

策
定
し
、
震
災
の
調
査
・
研
究
、

都
内
の
危
険
度
の
判
定
、
白
鬚

東
防
災
拠
点
な
ど
の
防
災
都
市

づ
く
り
、
建
物
倒
壊
・
火
災
の

防
止
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
生
け
垣

に
改
修
す
る
助
成
制
度
、
避
難

所
の
確
保
な
ど
に
尽
力
し
た
経

験
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

地
震
の
�
再
活
動
期
�
に
は

い
っ
た
日
本
。
公
的
責
任
に
よ

る
防
災
対
策
の
構
築
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。
【
連
載
】
検
証

革
新
都
政
そ
の
後
は
都
合
に
よ

り
休
み
ま
す
。

〈しんぶん赤旗／2019．3．7〉

「国保改善」の要求ノボリ

今
年
最
大
の
政
治
課
題
の
一

つ
に
消
費
税
増
税
が
あ
り
ま

す
。
中
小
業
者
に
と
っ
て
、
10

％
増
税
を
許
す
か
阻
止
で
き
る

か
は
、
商
売
存
続
に
と
っ
て
死

活
問
題
で
す
。

消
費
税
8
％
増
税
は
、
実
質

賃
金
の
減
少
と
家
計
消
費
の
低

迷
を
招
き
、
消
費
不
況
の
長
期

化
は
地
域
経
済
を
疲
弊
さ
せ
ま

し
た
。

税
金
滞
納
の
内
、
60
％
を
消

費
税
が
占
め
て
お
り
、
5
人
に

1
人
が
滞
納
し
て
い
る
酷
税
で

す
。
現
制
度
は
、
年
商
1
千
万

円
以
上
あ
れ
ば
赤
字
で
も
消
費

税
の
課
税
業
者
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
年
商
1
千
万
円
〜
1

5
0
0
万
円
の
人
で
も
64
％
の

人
が
お
客
さ
ん
か
ら
消
費
税
を

貰
え
て
い
な
い
実
態
が
あ
り
ま

す
。
も
し
、
売
上
げ
1
千
万
円

以
下
の
零
細
業
者
に
課
税
が
義

務
付
け
ら
れ
れ
ば
経
営
基
盤
を

失
い
、
倒
産
・
廃
業
の
危
険
性

は
高
ま
り
ま
す
。

税
の
収
奪
は
取
り
易
い
方
法

で
、
分
断
し
て
、
弱
い
対
象
者

か
ら
攻
撃
さ
れ
て
来
た
の
が
史

実
で
す
。

増
税
と
同
時
に
導
入
す
る
複

数
税
率
は
、
大
企
業
の
価
格
決

定
を
左
右
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
、
既
に
3
月
1
日
か
ら
値

上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
小
売
店
に
は
レ
ジ
導

入
や
ポ
イ
ン
ト
制
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
対
応
は
困
難
で
、
多
大

な
事
務
負
担
は
経
営
を
圧
迫
し

ま
す
。
更
に
、
政
府
は
、
中
小

業
者
い
じ
め
の
「
イ
ン
ボ
イ
ス

（
適
格
請
求
書
）
制
度
」
の
導

入
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ

イ
ス
（
登
録
事
業
者
番
号
）
の

な
い
事
業
者
の
領
収
金
額
は
経

費
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
課
税
業
者

し
か
発
行
で
き
な
い
為
、
免
税

業
者
は
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る

か
、
課
税
業
者
に
な
る
か
二
者

択
一
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

10
％
増
税
阻
止
の
道
は
、
今

を
生
き
抜
く
厳
し
さ
に
立
た
さ

れ
て
い
る
5
百
万
人
と
い
わ
れ

る
年
商
1
千
万
円
以
下
の
非
課

税
業
者
と
1
千
万
人
以
上
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
商
売
の
権
利
を

奪
い
か
ね
な
い
最
悪
の
税
制
で

す
。マ

レ
ー
シ
ア
で
は
昨
年
6

月
、
選
挙
で
野
党
連
合
が
勝
利

し
、
公
約
で
あ
っ
た
「
消
費
税

の
廃
止
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

【
東
商
連
・
長
谷
川
清
】

消費税が導入されて30年、高齢者対策や社会保障は充実した
でしょうか。毎年、社会保障は後退し続けています。安倍政権
の7年間で社会保障費は4兆2720億円も削減。そのうち年金の
削減は合計2兆円にものぼります。
消費税の税収はどこに。
法人3税（法人税、法人住民税、法人事業税）の税収減の穴
埋めに使われ、その額は消費税収の8割にのぼります。法人3
税の減収は大企業減税によるもの。今では大企業が払う税率は
平均10．4％、中小企業18．1％の半分近くまで下がっています。

高
す
ぎ
る
国
保
料（
税
）！

景
気
を
冷
や
し
、商
売
と
く
ら
し
を

破
壊
す
る
消
費
税
の
増
税

社
会
保
障
と
し
て
の

「
国
保
」改
善
を

選
挙
で
Ｎ
Ｏ
の
審
判
を
！

自然現象を災害にさせない
ためのとりくみを

切迫する巨大地震


